
令
和
元
年
10

月
26

日

（
土
）
に
、
平
成
23
年

に
再
建
さ
れ
9
回
目
の

大
樟
会
東
播
磨
支
部
の

平
成
31
年
度
総
会
を
東

京
田
村
加
古
川
店
（
加

古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
４

Ｆ
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

一
昨
年
は
大
学
の
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
合

わ
せ
て
大
学
見
学
を
企

画
し
ま
し
た
が
、
参
加

者
が
少
な
く
地
元
開
催

に
し
ま
し
た
。
終
了
後
、

引
き
続
き
懇
親
会
を
開

催
し
、
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親

会
の
前
に
、
特
別
招
聘

教
授
の
家
近
良
樹
先
生

に
「
西
郷
隆
盛
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

西
郷
隆
盛
と
言
え
ば

歴
史
上
偉
大
な
人
物
と

思
い
が
ち
で
す
が
、
家

近
先
生
の
独
自
の
持
論

を
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

●
こ
こ
数
年
の
先
生
の

理
解

一
、
西
郷
隆
盛
の
人
気

は
日
本
史
上
で
も
突
出

し
て
高
い
。

二
、
ビ
ジ
ネ
ス
エ
リ
ー

ト
の
関
心
を
特
に
惹
く

人
物
で
あ
る
。

●
何
故
西
郷
隆
盛
は
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
多
く
の

人
々
に
注
目
を
集
め
る

の
か
？

一
、
西
郷
人
気
の
背
後

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

も
の

①
政
治
家
を
始
め
と
す

る
日
本
人
総
体
の
劣
化

の
醜
さ
（
硬
直
し
た
政

情
や
現
代
日
本
人
の
人

間
的
魅
力
の
無
さ
な
ど
）

が
西
郷
隆
盛
の
圧
倒
的

な
存
在
感
と
高
い
人
間

的
魅
力
度
を
高
め
て
い

る
。

②
こ
の
よ
う
な
人
物
だ

か
ら
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

西
郷
隆
盛
本
人
へ
の
関

心
を
呼
び
起
こ
し
、
か

つ
危
機
的
な
状
況
を
切

り
拓
く
上
で
の
ヒ
ン
ト

を
与
え
て
も
ら
え
る
の

で
は
と
の
期
待
が
生
ま

れ
た
の
で
は
？

●
西
郷
隆
盛
の
虚
像
と

実
像

○
虚
像

①
小
さ
な
こ
と
に
は
拘

泥
し
な
い
泰
然
自
若
と

し
た
大
人
物
（
英
雄
・

豪
傑
）

②
人
格
円
満
で
完
全
無

欠
な
神
に
近
い
人
物

○
実
像

①
繊
細
な
感
性
の
持
ち

主
で
気
配
り
の
人

②
多
情
多
感
と
い
え
る

ほ
ど
情
感
豊
か
な
人
物

③
理
想
の
リ
ー
ダ
ー
と

ま
で
は
到
底
言
え
な
い

の
で
は
？

●
西
郷
隆
盛
の
五
十
年

弱
の
人
生
か
ら
読
み
解

け
る
人
生
の
ヒ
ン
ト
と

は
何
か
？

①
二
度
に
及
ぶ
流
島
体

験(

深
刻
な
挫
折)

が
大

き
な
人
物
に
変
身
さ
せ

た②
魅
力
の
根
源
に
は
ル
ッ

ク
ス
の
良
さ
と
「
詩
人
」

の
心
を
併
せ
持
つ
軍
人

で
あ
っ
た
が
あ
る
の
で

は
？

③
理
想
の
リ
ー
ダ
ー
の

あ
り
方
を
考
え
る
上
で

ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ

る㋑
「
人
望
」
は
リ
ー
ダ
ー

の
絶
対
条
件
か
？

㋺
こ
れ
か
ら
の
社
会
に

お
い
て
は
、
互
い
の
長

所
を
活
か
せ
る(

短
所
を

補
い
合
え
る
）
複
数
人

に
よ
る
複
合
型
と
言
っ

て
よ
い
リ
ー
ダ
ー
が
登

場
し
て
も
よ
い
の
で
は
？

●
先
生
か
ら
の
提
言

敗
者
復
活
を
可
能
と
す

る
社
会
制
度
の
整
備
充

実
が
急
が
れ
る

大
樟
会
本
部
か
ら
、

内
田
敏
雄
事
務
局
長
に

出
席
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
樟
会
本
部
の

現
状
を
報
告
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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発行所

大阪経済大学

同窓会

「大樟会」

東播磨支部

発行人

宮崎善人

大
樟
会
東
播
磨
支
部
新
聞

９回目は地元「加古川プラザホテル４Ｆ東京田村加古川店」で開催

令
和
2
年
10

月
25

日

（
日
）
大
樟
会
東
播
磨

支
部
の
再
建
10
回
目
の

支
部
総
会
を
開
催
予
定

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
問
題

で
、
東
播
磨
支
部
の
会

員
の
皆
様
の
健
康
を
考

慮
し
中
止
に
し
ま
し
た
。

来
年
は
令
和
3
年
10
月

24
日
（
日
）
に
開
催
予

定
で
す
。
是
非
参
加
し

て
く
だ
さ
い

場
所
：
東
京
田
村
加
古

川
店
（
加
古
川
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
４
階
）

時
間
：
10
：
00
受
付

10
：
30
総
会

11
：
00
講
演

12
：
00
懇
親
会

14
：
00
終
了

新
規
参
加
者
三
名
総
勢
十
八
名
で
盛
況
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

東
播
磨
支
部
の
会
員
の

方
に
役
に
立
つ
耳
よ
り

な
情
報
（
グ
ル
メ
・
観

光
・
買
い
物
情
報
な
ど
）

を
特
集
し
て
い
き
た
い

と
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
10
号
は
、
東
播
磨

支
部
支
部
長
の
宮
崎

（
43
回
卒
業
）
が
グ
ル

メ
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

今
回
は
、
加
古
川
市
加

古
川
町
溝
之
口
の
「
い

ろ
は
食
堂
」(

千
代
の
湯

向
い
）
に
つ
い
て
レ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

加
古
川
の
ソ
ー
ル
フ
ー

ド
「
か
つ
め
し
」
を194

7

年
創
業
の
祖
父
の
秘
伝

の
た
れ
を
引
き
継
ぐ
4

代
目
が
「
元
祖
か
つ
め

し
」
と
し
て
地
元
に
愛

さ
れ
て
ま
す
。

東
播
磨
支
部
レ
ポ
ー
ト

第
10
号
は
、
「
グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト
」
し
ま
す

再建９年目東播磨支部総会開催！

再
建
10
回
目
支
部
総
会
中
止
の
ご
案
内

加古川プラザホテル

大
樟
会
本
部

内
田
敏
雄
事
務
局
長

特
別
招
聘
教
授

家
近
良
樹
先
生



大
学
の
現
状
と
し
て
は
、

①2
0
1
9

年
度
学
長
交
代

（
44
才
で
全
国
2
番
に

若
い)
、
②
卒
業
生
が99,

000

人
に
な
り
来
年
度100,

0
0
0

人
を
突
破
す
る
、
③

大
阪
支
部(

5
,
0
0
0

人
）

が
4
支
部
に
分
割
さ
れ
、

全
国
で
56
支
部
に
な
る

。

今
年
は
、
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
は
実
施
せ
ず
、

大
樟
会
総
会
の
み
実
施

し
ま
す
。

総
会
冒
頭
に
平
成
30
年

度
の

総
括

と
し

て
、

「
平
成
30
年
度
活
動
報

告
」
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
東
播
磨
支
部
と

し
て
５
月
19
日(

日)

に

「
関
西
六
大
学
野
球
春

季
リ
ー
グ
」(

大
阪
商
業

大
学
戦
・
大
津
皇
子
山

球
場
）
観
戦
と
大
津
市

内
観
光(

石
山
寺
拝
観)

、

６
月
２
日(

日)

に
「
関

西
学
生
サ
ッ
カ
ー
リ
ー

グ
１
部
リ
ー
グ
」(

関
西

福
祉
大
学
戦
・
三
木
防

災
公
園
陸
上
競
技
場
）
、

７
月
14
日(

日)

「
高
砂

ぶ
ら
り
旅
」(

石
の
宝
殿

(

生
石
神
社
、
工
楽
松
右

衛
門
旧
宅
、
高
砂
神
社

訪
問)

と
最
近
減
少
し
て

い
る
銭
湯
「
梅
ヶ
枝
湯
」

に
入
り
汗
を
流
し
ま
し

た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ

て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

関
西
六
大
学
野
球
春

季
リ
ー
グ
は
、
優
勝(

大

商
大)

と
最
下
位
は
決
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
、
２
位

か
ら
５
位
ま
で
は
最
終

戦
に
か
か
っ
て
お
り
、

全
勝
の
大
商
大
に
見
事

５
対
２
と
勝
利
し
て
、

２
位
を
確
保
し
、
全
勝

優
勝
を
阻
止
し
ま
し
た
。

観
戦
後
に
石
山
寺
を
拝

観
し
、
新
緑
の
紅
葉
に

癒
さ
れ
て
帰
り
ま
し
た
。

関
西
学
生
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
１
部
リ
ー
グ
は

昨
年
２
部
に
降
格
し
て

一
年
で
１
部
に
復
帰
し

て
、
１
部
初
昇
格
の
関

西
福
祉
大
に
４
対
３
と

薄
氷
の
勝
利
で
し
た
。

(
残
念
な
が
ら
一
年
で
２

部
降
格
し
て
し
ま
い
ま

し
た
）

高
砂
ぶ
ら
り
旅
は
、

会
員
も
地
元
の
名
所
旧

跡
を
巡
る
機
会
は
少
な

い
の
で
、
散
策
で
き
て

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

次
に
平
成
30
年
度
の

決
算
報
告
が
行
わ
れ
、

石
原
事
務
局
長
の
収
支

報
告
と
田
中
監
査
役
よ

り
監
査
結
果
が
報
告
さ

れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
福
田
支
部
長
よ

り
令
和
元
年
度
活
動
計

画
が
発
表
さ
れ
、
「
今

年
度
も
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
更
新
に
よ
る
ニ
ュ
ー

ス
リ

リ
ー

ス
の
提

供

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制

作
は
東
播
磨
支
部
が
全

国
で
唯
一
の
支
部
で
あ

り
誇
る
べ
き
）
と
支
部

新
聞
の
制
作
に
よ
る
広

報
活
動
を
継
続
し
た
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
役
員
改
選
が
あ

り
、
二
期
四
年
間
支
部

長
を
務
め
て
い
た
だ
い

た
福
田
支
部
長
に
代
わ

り
、
43
回
卒
の
宮
崎
副

支
部
長
が
昇
格
し
ま
し

た
。
「
支
部
総
会
の
参

加
会
員
が
高
齢
化
し
て

い
る
の
で
、
若
返
り
を

図
り
た
い
。
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

総
会
は
、
明
石
支
部
支

部
長
の
池
上
照
夫
様
、

淡
路
島
支
部
事
務
局
長

の
榎
本
輝
夫
様
を
来
賓

に
迎
え
、
25
回
卒
業
の

松
下
勝
美
様
を
筆
頭
に
、

総
勢
18
名
と
少
人
数
な

が
ら
、
新
規
参
加
者
が

３
名
と
人
数
も
徐
々
に

増
え
、
自
己
紹
介
を
し

て
い
た
だ
き
、
和
や
か

に
歓
談
し
、
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

（
集
合
写
真
←
）

森
本
幹
事(

38
回
卒)

今
年
も
舞
う
！

懇
親
会
の
先
頭
を
切
っ

て
、
支
部
総
会
恒
例
の

「
剣
舞
」
を
森
本
幹
事

に
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
は
、
定

番
「
瞼(

ま
ぶ
た)

の
母
」

を
踊
っ
て
い
た
だ
き
、

参
加
者
一
同
拍
手
喝
采

で
し
た
。

最
後
に
学
歌
を
36
回
卒

江
口
さ
ん
、
逍
遥
歌
を

福
田
支
部
長
に
演
舞
し

て
い
た
だ
き
散
会
し
ま

し
た
。

新
年
度
定
例
役
員
会

開
催
予
定

・
３
月
22
日
（
日
）

・
６
月
28
日
（
日
）

・
８
月
23
日
（
日
）

・
９
月
27
日
（
日
）
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福
田
支
部
長

冒
頭
あ
い
さ
つ



第
９
号
に
続
き
第
7
回

目
と
な
り
ま
し
た
。

①
回
卒
：
昭
和
47
年

（
１
９
７
２
年
）
38
回

卒②
住
所
：
〒6

7
5
-
0
3
0
3

加
古
川
市
志
方
町
細
工

所
１
１
１
８-

１
８

③
電
話
番
号
：
０
７
９-

４
５
２-

３
１
８
８

④
職
業
：
無
職(

剣
舞
人)

⑤
趣
味
：
剣
舞

⑥
学
生
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ドゼ
ミ
は
中
村
九
一
郎
先

生
「
場
の
哲
学
と
現
代

社
会
学
」
で
、
ゼ
ミ
旅

行
に
行
け
な
か
っ
た
の

は
今
で
も
残
念
で
す
。

・
辛
か
っ
た
こ
と
：
ア

ル
バ
イ
ト
の
関
係
で
３

時
間
目
途
中
ま
で
し
か

授
業
を
受
け
れ
な
か
っ

た
こ
と

・
楽
し
か
っ
た
こ
と
：

成
蹊
女
子
短
大
と
の
合

コ
ン

学
生
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
森
本
さ
ん
流
に
川

柳
で
ま
と
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
学
生
時
代
←
）

●
少
女
待
つ

我
が
胸

こ
が
し

新
聞
配
達

●
飽
き
る
ほ
ど
の

チ

キ
ン
ラ
ー
メ
ン
と
ボ
ン

ビ
ー
生
活

●
愚
痴
を
道
ず
れ

友

と
流
れ
た
ネ
オ
ン
川

⑦
近
況
報
告

今
は
剣
舞
を
趣
味
と
し

て
い
ま
す
。
毎
年
、
支

部
総
会
の
懇
親
会
で
演

舞
し
て
い
た
だ
き
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

以
下
、
剣
舞
に
つ
い
て

熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

題
し
て
「
剣
舞
人
生
」

《
老
い
の
高
み
（
究
極

の
美
）
を
目
指
し
て
》

私
は
、
40
歳
で
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
に
始
ま
り
、
65

歳
で
滝
川
第
二
高
校
サ
ッ

カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
「
は
り

ま
会
」
会
長
ま
で
、
約

25
年
間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
人
生
を
続
け
な
が
ら
、

「
人
間
と
は
？
」
「
生

き
る
と
は
？
」
と
い
っ

た
答
え
の
な
い
永
遠
の

課
題
と
が
っ
ぷ
り
四
つ

に
組
ん
で
相
撲
を
取
っ

て
き
た
が
、
未
だ
勝
負

は
つ
い
て
い
な
い
。

定
年
を
前
に
膀
胱
癌

を
患
い
、
七
回
入
退
院

を
繰
り
返
し
た
が
、
癌

と
の
勝
負
の
軍
配
は
ど

う
や
ら
私
に
上
が
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
２
０
１

５
年
6
月
17
日(

平
成
27

年)

に
は
、
脳
の
動
脈
瘤

の
開
頭
手
術
7
時
間
で

生
き
る
。
こ
の
経
験
か

ら
、
全
て
の
源
は
「
健

康
」
か
ら
！
と
考
え
、

免
疫
力
を
高
め
る
こ
と

に
重
点
を
移
し
、
心
身

を
鍛
え
直
そ
う
！
一
旦
、

心
を
空
に
し
て
生
き
直

そ
う
！
と
、
今
も
四
つ

相
撲
を
続
け
て
い
る
。

「
剣
の
道
は
真
理
の

道
」

私
は
、
こ
れ
ま
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

淀
み
な
く
流
れ
る
よ
う

に
、
道
を
極
め
よ
！
淀

み
は
身
だ
け
で
は
な
く
、

心
ま
で
腐
ら
せ
て
し
ま

う
。

剣
舞
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
私
の
心
を
耕
し
、
新

た
な
息
吹
を
吹
き
込
ん

で
、
様
々
な
こ
と
を
示

唆
し
て
く
れ
る
。

一
、
人
と
し
て
、
未
完

成
の
完
成
に
向
け
て
何

処
ま
で
近
づ
け
る
か
？

二
、
出
会
い
は･

･
･

人
を

変
え
、
感
動
は･

･
･

人
を

動
か
す
。

三
、
自
分
を
悟
っ
た
生

き
方
が
で
き
る
人
は
、

幸
せ
で
あ
る
。

一
度
し
お
れ
た
花
が
息

を
吹
き
返
し
、
背
筋
を

ピ
ン
と
伸
ば
し
て
く
れ

る
「
剣
舞
」
を
こ
れ
か

ら
も
続
け
よ
う
と
心
に

決
め
て
い
る
。

「
流
浪
に
剣
心
」･

･
･

（
時
代
を
読
む
こ
と
で

ご
ざ
る
）

心
に
「
剣
」
を
持
ち
、

何
事
に
も
真
剣
に
勝
負

す
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

時
の
流
れ
を
読
み
、
真

剣
に
立
ち
会
お
う
と
思

う
。
私
は
歴
史
に
名
を

刻
み
、
後
世
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
偉
人
や

賢
人
の
教
え
や
格
言
を

何
時
も
心
に
秘
め
て
い

る
。

（
宮
本
武
蔵
：
五
輪
書
）

◆
千
日
の
稽
古
を
『
鍛
』

と
し
、
万
日
の
稽
古
を

『
錬
』
と
す
。
天
性
有

限

努
力
無
限･

･
･

宮
本

武
蔵
：
五
輪
書

◆
命
は
『
時
な
り
』
故

の
四
つ
の
苦
し
み

一
、
生
き
る
苦
し
み

二
、
病
み
の
苦
し
み

三
、
老
い
の
苦
し
み

四
、
死
の
苦
し
み

し
か
し
、
「
苦
難
は
福

門
な
り
」
「
運
命
は
、

強
い
意
志
に
は
勝
ち
得

な
い･･･

釈
迦
如
来

◆
花
は
盛
り
に

月
は

隅
な
き
を
の
み

見
る

も
の
か
は

花
は
満
開
を

月
は
満

月
を
の
み
賞
す
べ
で
は

あ
る
ま
い･･･

吉
田
兼
好

「
森
本
さ
ん
の
人
生
訓
」

春
夏
秋
冬
、
四
季
花
鳥

の
日
本
の
究
極
の
美
を

第
六
感
す
べ
て
で
感
じ

取
る
力
。
そ
し
て
、
第

七
感
を
耕
し
て
。
ど
ん

な
厳
し
い
状
況
下
に
お

い
て
も
花
を
咲
か
せ
る

力
。
こ
れ
が
生
き
て
い

る
と
い
う
証
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

是
非
、
明
日
の
笑
顔
の

た
め
に
、
日
々
命
が
輝

く
人
生
を･･･

と
思
う
。

精
神
一
刀

何
事
か

な
ら
ざ
ら
ん
！

侍
魂

バ
ン
ザ
イ
！

⑧
東
播
磨
支
部
に
つ
い

て東
播
磨
支
部
も
再
建
10

年
と
な
り
ま
し
た
。
役

員
全
員
一
同
、
和
気
あ

い
あ
い
と
活
動
し
、
若

い
会
員
の
方
々
と
交
流

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
注
】
森
本
さ
ん
は
現

在
、
東
播
磨
支
部
の
役

員
幹
事
を
務
め
て
い
ま

す
。
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